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また効果は品種間で差異が．明らかに認められた。

したがって混植園に於けるPeachthinの実用化に当

以上の結喋から散布時期としては，摘果効果及び薬　　つては，品種によって効果の異なることを充分考慮し

害の点を考えると，満開後2－5日頃がよいものと思　　なければならないものと思われる。

われるが，散布前後の気象条件によって効果差がみら

れる．

桃の薬剤摘花果に関する武威（第2報）

井上重雄・原田良平・上野　勇

（福島県園試）

1　ま　え　が　さ

この試験は桃栽培に当って多くの労力を必要とする

摘果作美を，薬剤で行なうことによって・摘果労力を

軽漉させる目的から，昭和36年度より農林省園芸試

験場が中心とな少，各県の連絡試験として行なってい

るものである．

薬剤としては，ドルマントコロマイト石灰硫黄

合剤．ナフタリン酢酸トACPI’eaehthln322・

30］）．デナボン等について試感を行なった結果・ド

ルマ二／ト（直接剤），ACP Peachthln322・・3

cf・（ホルモン剤）において高い効菜が認められたの

で，昭和38年度には，この3種をとり上げ試験を行

なった。

1．AC：P Peaehthin　322　について

昭和36年‥・37年の結果より効果の期待できそう

な漉鹿および，散布時期が明らかになったので・昭和

38年度には規模を大きくして，1囲全体に散布した

場合の実用性について検討した．

（1）試鰊方法

大久保13年生の樹勢中位のものを使用し，200ppm

200ppm＋ソルポ∵／T（12讐イ㍍）を満開後2日に
散布を行なレ，各区5樹単位に区を設け，薬剤散布は

飼全体に′」、型動力噴癌機で散布し・各樹で代表と患わ

れるような大枚側伎5本を逸び調査対象とした・

調査方法は生理落果前（満開後26日）と生理落果

後（満開後41日）に着項数を調査し・滴用後2日の

花数に対する着果率について無散布区と此奴した・

（2）試験結果

第1表　AC二P Peachthin　322　の摘儒効侵

処　 理　 区 着 果奉

生 （

理 消 ■

落 開 二

言 後 室

2 0 0 p p m 7 3．7　 用

2 0 0 p p m 十 ノルガンで 6 4．1

無　 散　 布 9 5，6

L ・S ・つ （n O 5 ） 1 0．1

生 （

芸 馳

芸 後 巳

2 0 0 p p m 3 4．9　 （利

2 0 0 p p m 十ソルボンで 3 2．9

無　 敵　 布 3 8．0

1 ・S ・D （n O 5 ） 5．8

′■さ　　　め　　　′ク　′4　～p Jp

→繭量月8

第1図　ACP P的抽thln322の着電
減少状況（5飼平均）
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第1表，第1回ユタ摘果効果の現われたと思われる

5月14日（満開後26日）には，200ppm・200

ppm　十ソルポンTのいずれの区でも摘僕効壕が認め

られ，無散布区との聞庭有意性は高い。しかし5月29

日（清閑後41日）の生理落果のほほ終った時期の調

査では，散布区と無散布区との間には殆んど差がなく

なれ　わずかに散布区の摘果効果がみられる．

いずれの散布区におhても摘果効壕は強い枚で高く，

弱小の校においては低いようである．

薬害は，200ppm．・200pp皿　＋ソルボンで区の

いずれにおいても散布2日後の4月22日に幼乗の先

がわずかに歪曲したが大書はなく実用的に許容できる

程度である．

（さ）考察

過去における大枝単位の散布試験では，200ppm

＋ソルボンでの満開後2日散布に最良の効僕があった

ので，昭和38年度は1樹全体に放布してその劾頃を

みたが，いずれも期待された効果は得られなかった．

したがって1樹全体に散布する場合は，200ppmユ

タ高い濃度の300ppm＋ソルポンTのあた少に摘果

効果が期待されるのではないかと思われる．

窮2図　ドルマントの着果減少状況

（5尉平均）

鼠　ドルマントについて

A C P POaC】lthin　322　同様に，過去における

試験結果から効果の期待できる確度および散布時期が

判ったので，本試験では1尚全体に散布してその実用

性について検討した．

（1）試験方法

大久保13年生の樹勢中位を使用し，α04宙，

808年の洩度を消閑時（75痴～85¢開花時）に

散布を行なレ㍉各区5樹単位に設け，薬剤散布方法，

調査区の設定．調査方法はAOp P8aebthln322

（21試験結侵

第2表　ドルマントの摘果効果

処　 理　 区 着　 果　 率

生 （

理 満 二

落 関 大

果 後 日

前 ）

8 0 4　 痴 7 3．9　 廓）

n O 8　 努 4 8．2

頑　 散　 布 9 5．6

L ・S ・D （は0 5 ）　　　 象3

生 （

理 横 軸

落 開 一

環 後 日

後 ）

8 0 4　 痴 3 乞0　伊）

8 0 8　 痴 l a 6

無　 散　 布 3 8．0

L ・S ・D （8 0 5 ）　　　 8 3

第二表，第2凶より摘花効果の現われたと思われる

満開後26日の5月14日には，α04多・uO8多

のいずれの区でも摘花効果が認められ，特には08痴

区では無散布区との間に統計的有意差が認められる．

また生理落果のほほ終った満開後41日の5月29

日にはα08帝で著しい効果は認められるが，nO4

努では嬢散布区の尚に大差ない。

各期間にかける落果率では，散布後26日までは散

布区の落果が多く，26－41日間では，すでに落果

の■波が終ったα08筋ではもっとも少なく，次いで

α04帝であり，無散布区では生理落果に伴なって馨

しく落果している．

摘花効果の認められる校は，強い枚および弱い枝で

著しく，中位程度の枝での効果は低い。

幼葉における薬害は，808扉で著しく，散布後2

日で現われはじめ，8日後には先端が褐変歪曲し，伸

びが止ま少，散布15日後には弱り、の結果梓および中

位程度の横でも枯死したものが認められ，実用的に許

容できないと思われる。（104感では，幼妻がわずか

に被ったが大書はなくその後の生育に支韓はなかった

ようである。

花に対しては，仏04痴・・仇08痴いずれの区でも

散布後に花弁が褐変し，散布当時ツポさであったもの

は開花が遅くれ．約1週間後に咲く現象もみられた。

（3）考　察

昭和37年度の大枚単位を対象として散布した結果

によると．仏08界で薬害なく．摘花効果も認められ

たので，本年は実用的使用の段感として1樹全体に薬

剤を散布した．その結果，摘花効果は毛しく高かった

が，弱い枝・中果枝および新乗への薬害ははなはだし

く実用的に慣用する場合許容できないものと思われる．

このような現象は，多分散布時の高温のためであろ

う．したがって本試廟におけるα04扉では薬害がほ

とんど見られなかったこと．および本年のような高温

をも考慮に入れて806努ぐらいが限界櫻度と思われ

る．
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a　3CI）について

本剤は実止少が確実になってから処理する薬剤と考

えられるので，霜害の危険性のある地帯では本剤に期

待するところが大きい．

昭和37年度の第1年日には，満開後20日　25

日　30日に50ppm・200ppm・400pp皿　を

散布したが・その結果満開後20日散布の200pp皿

満開後20日・25日・30日散布の400pp皿で摘

果効果が認められた・しかし400ppm区のいずれも

薬害がひどく発生し・満開後20日散布の50・pp皿区

を除いて他の区でもわずかに発生をみた．従って昭和

38年度はやや沈度を下げて次のように試験した．

（Hi試験方法

大久保10年生閏勢中位のものを使用し，満開後5

日には300ppn・満開後10日・20日・30日に

は150ppm・150ppm十ソルポ∴／T（12C／10J）

150ppm＋ソルポールⅤ（12cc／10J）を散布し．

大横単位を1区とし・1校に2、4ヶ所の試験区を設
けた．

調査方法は・摘果効果について満開後10日の果歓

と満開後20日・30日・40日の着果数を調査し，

着果減少歩合について無散布区と比較した．
（21試鹸結果

第3表　3C f■の摘果効賃

散布 期

調査 課 布濃度

満開後　　　　　 摘　　　 花　　　 効　　　 果

5　 日 満開 後 1 0 日 満 開 後 2 0 日
満開 後 3　0 日 無散布 L 8．D

（Q O5）
30恥皿 lSOp pn

150謬皿十

ソルボンで

150‡群山十

ソノレポ」ノレⅤ
150膵Ⅲ

ユ50拝む十

ソノレボンで

150躍血ナ

ノルポー

4 ますキ

15触皿
150pp n十

ソ几ボンで

8 7 6（電

150沖nナ

ノルポールW

9 3 1r咽
満開 3 0 日後 8 8 8（和 8 8 3（咽 5 L 9 r呵 4 8 8的 8 1 6（乃 5 4 7（呵 8 8 8 r雫 9 14（和 1 7 1
満開 5 0 日後 2 a l 3 4 0 2 1 6 1 1 2 2 4 6 2 4 8 2 6 1 2 8 5 1 1 2 1 4 2 2 1 7　　 8 9

江；表中の釣手は満開後10日の着果数に対する着果奉

第1表から満開後5日散布の50ppm区と，満開

後15日。20日・30日散布の展着剤を加用しない

150ppm単用区では効頃は認められなhが，その他

の区ではいずれも高い摘果効果を恕め，特に満開後30

日散布の150ppmにソルポ∵／T㌧　ソルポールWを加

えた両区では摘尾過多である．

残存賃の分布疏況は判然とした傾向はなく，結侵攻

の強草に上る摘儀効果のちがhは，やや弱い結果枝で

効果が大きく残存賃のないものとみられた．

薬害は満開後5日，10日，20日放布では，散布

後発面の歪曲がわずかにみられたが，その後侠復し悪

い影響はなかったが，消閑後30日散布のいずれの区

でも散布後3日目から葉に茶褐色の蔵点が現われ，以

後尭点が拡大し落葉したものや，新桐が枯死したもの

もみられ使用することはできないように思われた．

（3）考察

3Cpは消閑後初期には高濃度のものを使用しても

効果は期待できない・また同濃度でも散布時期が遅れ

る程摘電効果は高い．しかし満開25日以降の散布で

は低濃度でも薬害の発生が著しいので実用的に使用

するのは難しい．

昨年の結尾からでは満開後20日散布の20pp皿区

が望ましかった（薬害はわずかに発生したが実害はな

h程度）が．本試崩の篇賃からでは満開後10日・20

日の150pp皿ソルポンT・ソルポールWを加用して

散布したものでは薬害も少なく痛罵効果も予備摘果と

してほほ望ましい結尾が得られた．

以上の結果から今後漁150pp皿に展着刺を加用し

て痢開後15－20日散布の実用性について検討する

必要があろう．


